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《本日の例会》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
進 行   竹並栄一郎 ＳＡＡサブ 

点 鐘   午後１２時３０分 渋谷修身 会長   

国歌斉唱 「君が代」 

ソング   ｢奉仕の理想｣ 

来訪者  国際ロータリー第２５７０地区 
      ガバナー   鈴木勲二 様 
     第４グループ 

ガバナー補佐 田部井 荘 様 

 
 

 
〔会長の時間〕    渋谷修身 会長 

 皆様こんにちは。例会出席ありが

とうございます。 

 本日はガバナー公式訪問と言う事

で第２５７０地区ガバナー 

鈴木勲二様をお迎えしておりますの

でご紹介致します。又、７月２０日

に補佐訪問を頂きました第４グループガバナー補佐

の田部井 荘様にも再度同行して頂きまして有難う御

座います。それともう一方、本日は入会式を迎えま

す金子 章さんです。後程、入会式を行います。 
鈴木ガバナーには遠路、本庄の地までお越し下さい 

 
 
まして有難う御座いました。午前中、私をふくめま

して十数名のメンバーとの懇談をさせて頂きました。 
例会中３０分程度の卓話を予定してございますので

宜しくお願い致します。 
 また例会終了後、ガバナー、ガバナー補佐を交え

てのクラブ協議会を行います。事前に連絡してあり

ます会員、発表をする委員長さんは勿論ですがその

他の会員も全員参加して下さい。今日発表がなくて

も来年発表するかも知れないわけですので、勉強に

なるかと思います。 
 先週の夜間例会には、送り出しの青少年交換学生

中村茜さんのフェアウェルを盛大に行う事が出来ま

して皆様のご協力有難う御座いました。明後日８月

５日にブラジルに向けて旅立つ事になっております。 

 それからもう一つの問題は、最近数年来本庄ＲＣ

の細則にある理事の定数と実際の理事の人数が異な

っているので細則の方を変更しようという流れにな

ってきていると感じますので、前年度から私の約束

になっております細則検討会議を次週８月１０日の

午前１１時より行いたいと思いますので委員の方は

お集まり下さいます様お願いします。 

 

 

〔幹事報告〕    佐藤賀則 幹事 
・第３５期帰国報告会及びカウンセ     
 ラー会議のご案内が届いています。 
日時：８月２７日(日) 

会場：川越『氷川会館』 

日程：ｶｳﾝｾﾗｰ会議  13:00～14:00 

第 35 期帰国報告会 14:30～16:30 

懇 親 会   17:00～18:00 

・ザ･ロータリアン誌が届いています。 

・インターアクトクラブの名簿が届いています。 

・｢ロータリーの友｣手引書が届いています。 

・前年度の会員増強における退会防止の表彰状が届

いておりますので回覧いたします。 

・年度計画書と会報が深谷ＲＣ、深谷東ＲＣ、本庄

南ＲＣ、川本ＲＣ、児玉ＲＣより届いています。 

 

会員増強および拡大月間 
 

ガバナー公式訪問 
 

ガバナー卓話 ｢ロータリーの原点｣ 
 

クラブ協議会 
 



＊入会式 
 小此木利明 ロータリー情報委員長 

 金子 章さんは、拡大増強委員長の巴

さんを通し理事会に報告され承認され

ました。 
 その後、選考分類委員会を経てロー

タリー情報委員会でロータリーに関す

る必要な情報を説明し納得してもらいました。全会

員に公示したところ、期日までに反対者もなく再度

理事会に於いて認められ、本日晴れて入会式を迎え

る事になりました。 
 それでは、式の進行を渋谷会長にお願い致します。 
 

 
巴 高志 会員 

 金子君は、私より２歳年下ですが、

今から１０年以上前に、青年会議所の

時代に彼が理事長で私が理事でした。

そして、その後に商工会議所青年部で

も彼が会長の時に、私が理事でした。

こんな関係で、良く会議をして、酒も飲みました。

金子君は、私がこのクラブに入会した頃にも入会候

補者で名前が出ていました。今年度私が増強委員長

になって初めての入会者が金子君であると言うのも、

何か縁があるようにも感じてしまいます。こんな、

能力のある金子君に期待をして紹介に代えさせて頂

きます。 

 自宅住所 本庄市日の出３－７－９ 
 生年月日 昭和３０年５月１８日 
 企 業 名  ㈱サイセン 

 事業内容 トータルクリーニングサービス 

 家族構成 夫人・子供２人 

 趣  味 山歩き 
 
 
新入会員入会の歓迎の挨拶 渋谷修身 会長 
 金子 章さん、あなたを会員として迎える事が出

来ますことを本庄ＲＣの理事会と会員を代表しまし

て心からお喜び申し上げます。 
金子さんはその仕事における指導者であると紹介

者、理事会及び全会員が信じた結果本庄ＲＣ会員に

選ばれたわけであります。あなたがその人格と奉仕

活動をロータリーを通じて実現する事によって地域

社会はロータリーを知り、又その判断をするわけで

す。私共も又、金子さんが｢よりよいロータリアン｣

になる様期待しています。それを願いあなたにロー

タリアンバッジを着けます。又、ロータリーに関す

る資料を贈呈致します。後程じっくりお読み下さい。 

本日より会員になられました金子さんと全会員の

皆様方が出来るだけ早い機会に友達になる事を願っ

ております。金子 章さんを本年度親睦活動委員会の

委員に任命します。又、紹介者の巴会員には何かと

相談にのってやって頂く事をお願いしまして入会式

を終ります。 
 
 

金子 章 新入会員 
 本庄市日の出に在ります㈱サイセン

の代表を務めさせて頂いております。

業務内容は、ダストコントロ－ル製品

（皆様がよくダスキン〔メ－カ－名〕

と言われている製品です。）の洗浄染

色加工を主体とした業務向けクリ－ニング、駅南に

CARE と言う店舗にて一般クリーニングを仕事として

おります。 

 この度、本庄ロータリークラブの一員に加えて頂

きましたこと、大変嬉しく感じております。その名

に恥じぬよう、諸先輩方に習い精進致したく存じま

す。宜しくご指導の程お願い申し上げます。 

 
 
［８月誕生祝］   萩原達夫 親睦委員長 
 

（敬称略） 
  飯塚明男 藤井 仁 

 
 

・代表挨拶     飯塚明男 会員 
 ８月７日をもって５３歳を迎える事

となりました。自分も若いと思ってい

ましたが、だんだんとベテランの中に

入っていった様な気がします。子供も

自分の身長を抜く様になった事を喜ば

しく思えますが、中身も成長させる事が役目と考え

ます。ロータリーの中にも同級生が４人いますので

話し合いを持ち寄り、磨きをかけたいなと思ってい

ます。最後にゴルフも年令を感じずより頑張りたい

と思っています。これからも宜しくお願いします。 
 

 

 

〔委員会報告〕 
 

★米山奨学会委員会  神宮つぐよ 委員長 

 さる７月１６日に(日)本年度第２

５７０地区第１回米山奨学部門セミ

ナーがウェルサンピア埼玉越生にて

開催され松原会員と私の２名にて参

加してまいりました。当日は鈴木ガ

バナー様点鐘に始まり役員紹介、ガバナー鈴木様・



米山奨学会副理事長金子千侍様のご挨拶を頂き全体

会議に入りました。全体会議では 

①越生茂呂ＲＣ部門委員長の西澤様より｢今年度米山

奨学部門の方針と活動について｣ 

②川越ＲＣ推進委員長吉崎様より｢米山奨学部門の寄

付について｣ 

③秩父ＲＣ学友委員長井上様より｢今年度の学友会活

動について｣ 

ということでお話を聞いてまいりました。 

特に、②番の寄付については、ロータリー会員皆 

様のご協力により暖かい心でお願いしたいという事

です。宜しくお願い申し上げます。また会長指導の

元で、という事ですので会長宜しくお願い致します。 

 皆さんにももっと理解をして頂きまして協力をお

願いしたいと思っております。特に子供さんがいる

ご家庭にホストファミリーをして頂きたいと思いま

す。宜しくお願い致します。 目標額は昨年３２００万円、今年は３５００万円 

と伺ってまいりました。金額により功労、マルチプ 

ル等あるそうです。 

休憩後に２部として、米山奨学会生自己紹介及び 

スピーチ、出席者全員今年度２１名の学生、本日参

加１８名出席でした。皆様それぞれ目的を持った素

晴らしい学生でした。 

 本庄ＲＣも米山月間に奨学生の卓話・スピーチを

予定しております。是非、会員皆様聞いてあげて下

さい。重ねて会員皆様の寄付に対するご理解ご協力

をお願い致します。 

 

 

★クラブ奉仕委員会   斉藤清一  委員長 

 ７月２２日(土)川越プリンスホテ

ルに於いて地区クラブ奉仕部門セミ

ナーが開催され私、巴会員増強委員

長、小此木利明ロータリー情報委員

長の３名で出席しました。 

 当日の内容につきましては、クラ

ブ奉仕部門では３つの委員会の勉強会がありました。

１番目が会員増強委員会、２番目がロータリー情報

委員会、３番目は広報・ＩＴ委員会でした。会員増

強委員会とロータリー情報委員会は次週の例会で報

告します。 

 本日は広報・ＩＴ委員会の報告と川尻正輝国際ロ

ータリー研修リーダー(ＰＧ)の講演がありました。 

広報・ＩＴ委員会では、ロータリーのホームペー

ジの有効活用と地方紙との協調について。 

 川尻正輝ＰＧ様の｢クラブ奉仕とは｣という講演が

９０分ありましたが、短く感じるくらい大変有意義

お話で、最近にない有意義な研修会でした。 

  

 

●現状報告 温井一英  受け入れカウンセラー 

  皆さん今日は。ガバナー、ガバナ

ー補佐ようこそお出で下さいました。 

 受け入れのカウンセラーという事

でご報告させて頂きます。８月１５

日に来日致しますナターシアシルバ

さんの件ですが、前回の時に１５日

に来日と言いましたが、よく読んでみると１５日に

ブラジルを出発して１７日のＰＭ３:５０分に到着す 

る事が分かりました。出迎えには私、佐藤幹事、茂

木 正会員、巴会員の４名で行く事になっております。 

 昨日第２回目のホストファミリー会議をさせて頂

きましたが今年はホストファミリーが少なくて困っ

ていまして、第１回目の時にいろいろな人に声を掛

けてみるという事で髙橋福八ＰＧにも相談したとこ

ろ最初にお嬢様の田辺様に受けて頂きました。本当

に感謝しております。２番目に中村 茜さん宅、３番

目に巴会員宅、４番目に佐藤幹事宅、５番目に茂木 

正会員宅という事で概ね構成が出来ました。 

 
 
ゴルフ部         石原 修 会員 

 ４Ｃ合同ゴルフコンペのお知らせ

をします。９月１３日(水)に美里Ｇ．

Ｃにてコンペを開催しますので、宜

しくお願い致します。締め切りは８

月１０日になっております。出席出

来る方は金井直樹会員まで連絡して

下さい。会費の方は、寛大なる会長のお計らいによ

りまして会にて負担となりますので多数の出席をお

願いします。 
 
 
 
卓 話      
 

｢ロータリーの原点｣ 
  国際ロータリー第２５７０地区 
       ガバナー 鈴木勲二 様 

 ｢ロータリーは親睦と奉仕の中に

宿る｣と１００年前にポール・ハリ

スは唱え、｢開発｣と｢継承｣の連鎖の

もとに発展し、今年は｢第２世紀の

第２年目｣を迎えました。 

 よく節目の年を迎えると｢初心に

還れ｡｣とか、｢原理･原則･原点を忘

れるな｣と言われますが、では、ロ

ータリーの原点とはどこにあるのでしょうか。 

 シカゴにあるポールの弁護士事務所の壁には、彼

の大好きなエマーソンの詩が額に掛けてありました

が、そこには(英文で)｢千人の友人を持っている人と

言えども、一人として失っていいと思われる友はい

ないものだ｡｣と書かれていました。 

 ポールは、｢私には千人の友どころか、一人の友も

いない｡｣と悲しげに認めた。と、ディビットＣ.フォ

ワード著｢奉仕の一世紀｣に書かれています。 

 １９０５(明治３８)年、ポール･ハリスが３人の友

人を誘い初会合を持ったのは、ポール３８歳の時、

独身でした。彼の著書によると｢日曜日の朝は教会に

行くのが習慣であったが、午後になると何とも耐え

難いほど寂しかった｡｣と回想しています。 



 ポールはシカゴでは他所者であったので、とにか

く心を許せる友達が欲しかったというのが出発点で

あったと考えられます。 

 ロータリー綱領の第一条では、｢知り合いを広める

こと｡｣とあります。次にロータリーの原点はどこに

あるのでしょう。私は綱領の中に、原点を見出すこ

とが出来ると思います。 

 綱領第二条は、｢ロータリアン自身が職業を通じて

社会に貢献すること｡｣とあります。一業種一会員制

で選ばれた職業人が、例会を通じて相互啓発をし、

その良質なエネルギーを、ロータリアン各自が自己

の職業を通じて体現することを、ロータリーでは｢職

業奉仕｣と呼んでいます。この｢職業奉仕｣という考え

方はロータリー独自のものであります。 

 ですから、ロータリーは、｢団体奉仕｣＝｢ウィ・サ

ーブ｣ではなく、｢個人奉仕｣＝｢アイ･サーブ｣が基本

であると言われる所以はここにあり、｢職業奉仕｣を

深く理解し、職業に精励することが原点であると考

えます。 

 ところで４３年の歴史と伝統を持つ当クラブでも、

色々な問題に直面されておられると思いますが、現

在、１６８カ国と地域に１２０万人のロータリアン

が活躍していますが、１００年の間に、多くの人々

の共感を呼び、人々を引きつけるロータリーの魅力

とは何でしょうか。 

 言うまでもなく、ロータリーの原動力となってい

るのは、｢親睦｣と｢奉仕｣の調和にあると言えます。

この｢親睦｣と｢奉仕｣の両輪のどちらか一方が欠けた

り、弱体化したならば、ロータリーの活動は機能し

ないと言っても過言ではありません。それでは｢親

睦｣とは何かというと、｢人と触れ合う喜び｣であり、 

｢奉仕｣とは、｢人に尽くす喜び｣を享受することであ

ります。 

 われわれロータリアンは、この二つの喜びを享受

する権利と義務があります。 

●親睦活動には、多くの交流の中からの相互理解と

自己啓発という側面があります。いろいろな人達

との友情を育み、またロータリアンとしての仲間

意識･連帯感が生まれ、そうした土壌からクラブと

しての、あるいは個人としての奉仕に対する姿勢

や意欲が掻き立てられるのではないかと思います。 

●ロータリーは｢奉仕の理想｣を旗印に活動していま

すが、奉仕の理想を追求するとともに、｢理想の奉

仕｣を考えてみるべきではないでしょうか。 

●クラブにとっても、また、個々のロータリアンに

とっても、実践可能な｢理想の奉仕｣活動が何かを

探りながら活動することが大切ではないでしょう

か。事業計画書が画餅に終らないためにも。 
 

 

〔ニコニコボックス〕 塚越 茂 委員長 

（順不同・敬省略） 
鈴木勲二ガバナー様 

 ２００６－０７年度は、｢READ THE WAY｣が年度テ

ーマです。ロータリアン一人ひとりが主役となっ

て、勇気を持って｢率先｣してください。 
 

田部井 荘ガバナー補佐様 

 先日の補佐訪問では大変お世話になりました。本

日もよろしくお願いします。 
 

西村賢次 

 結婚記念日プレゼントを頂き有難うございました。 
 

橋本恒男 

 ９/１３４Ｃゴルフコンペ参加宜しくお願いします。 
 

飯塚明男 

 ガバナー公式訪問ごくろうさまです。今日、誕生

祝いよろしくお願いします。 
 

 

鈴木勲二ガバナー、本日は公式訪問よろしくお願い 

します。心より歓迎いたします。一同 
（同文にてご投入頂きました） 

渋谷修身 坂本雄一 山田喜一 梅村孝雄 
戸谷清一 塚越 茂 松原幹男 石原輝弥 

髙橋福八 中島高夫 戸谷 丈 竹並栄一郎 

井河久昇 岩渕富男 春山茂之 加藤玄静 

野村正行 茂木 聡 古瀬末雄 小此木昭二 

萩原達夫 三宅健吉 笠原 勝 内野昭八郎 

野澤章夫 立石秀寿 田中 克 岩本英人 

岡崎正六 下山正男 斉藤清一 小此木利明 

金子 弘 今泉憲治 矢島淳一 神宮つぐよ 

武井包光 高柳育行 茂木 正 佐藤賀則 

金子 章 
 

 

金子 章さん入会おめでとうございます。 

（同文にてご投入頂きました） 
岡崎正六 塚越 茂 

 

本日投入金額合計  ４９，０００円 
 

 

〔出席報告〕     渋澤健司 委員長 
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【クラブ協議会】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
◆懇親会  司会・進行 茂木 聡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

広聴広報委員会  岩本英人・笠原 勝・戸谷清一・岩堀 薫 
 

■例会日 毎週木曜日  12:30～13:30   ■例会場 埼玉グランドホテル本庄 

Eメール honjorc@themis.ocn.ne.jp■事務所 埼玉グランドホテル本庄 700 号   

〒367-0041 本庄市駅南 2－2－1      ホームページ     

TEL 0495-22-7522  FAX 0495-22-3571   http://www.globals.jp/hp/HRotary/index.html 
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